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評価評価

ギャップ限界の推定ギャップ限界の推定

方法A

フリンジ位相ゆらぎの真の分散
（true variance）を使用する

方法B

フリンジ位相変動の直線近似
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ギャップ限界推定ギャップ限界推定 ((AA++BB))
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まとめまとめ

•• ギャップを越えて位相遅延を接続する単純な方ギャップを越えて位相遅延を接続する単純な方
法を開発法を開発

•• 位相遅延接続が可能な最大ギャップ限界をフリ位相遅延接続が可能な最大ギャップ限界をフリ
ンジ位相変動の真の分散（方法Ａ）およびフリンジ位相変動の真の分散（方法Ａ）およびフリ
ンジ位相変動の直線近似（方法ンジ位相変動の直線近似（方法BB）を使用して）を使用して
評価評価

•• Ｘバンドについては最大ギャップ長は気象条件Ｘバンドについては最大ギャップ長は気象条件
によって変動し、方法Ａについてはによって変動し、方法Ａについては6060～～486 486 
秒、方法秒、方法BBについてはについては1616～～126126秒。秒。 (B=0.28A)(B=0.28A)

•• Ｓバンドについてはギャップ限界はＳバンドについてはギャップ限界は10001000秒以秒以
上上

今後の課題今後の課題

•• 方法ＡとＢで違いが生じる原因の究明方法ＡとＢで違いが生じる原因の究明

•• 気象条件の違いによる最大ギャップ長の気象条件の違いによる最大ギャップ長の
違いの統計違いの統計

•• 実際の相対ＶＬＢＩ観測への適用実際の相対ＶＬＢＩ観測への適用

この研究はこの研究はオーストリア科学基金（ＦＷＦ）のオーストリア科学基金（ＦＷＦ）の
"Investigation of the ionosphere by geodetic "Investigation of the ionosphere by geodetic 
VLBI''VLBI''プロジェクト（プロジェクト（P16136P16136--N06N06）の援助を）の援助を
一部一部受け受けています。ています。


